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「『
地
域
と
と
も
に
』
ま
だ
で
き
な
い
の
？
」
。
少
し

ず
つ
浸
透
し
て
き
た
の
か
、皆
さ
ん
か
ら
よ
く
声
を
か

け
て
い
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だ
き
ま
す
。
声
が
か
か
る
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は
期
待
の
表
れ
。

素
直
に
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。で
も
、申
し

訳
な
い
思
い
も
。「
ま
だ
で
き
な
い
の
？
」
。
遅
れ
に
遅

れ
、お
約
束
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
言
葉
を

聞
く
た
び
に
大
反
省
し
て
い
ま
す
。�地

域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー�

山
本
秀
樹�

編
集
委
員
紹
介�

学
生
編
集
委
員
の
熱
い
思
い
と
努
力
で�

第
5
号
も
無
事
に
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

貴
重
な
体
験
、出
会
い
、苦
労
を
と
も
に
味
わ
っ
た�

メ
ン
バ
ー
の
声
を
聞
い
て
下
さ
い
。�

�

明石晃知
（あけい

しこうじ
）�

■法学部
法政学科

3年�

すべてが
初めての

挑戦。上
手く取材

をし、的確

な文章を
書くこと

は難しく
、何度も

壁にぶつ
か

りました
が、取材

先の方々
、定江さん

、山本さん
、

編集委員
のメンバ

ーの協力
のもと、

様々なこ

とを学ぶ
ことがで

きました
。今回の

活動を通

じて出会
ったみな

さんに本
当に感謝

したいと

思います
。�

近藤珠実（こんどうたまみ）�
■文学部人間学科1年�初めて「地域とともに」に参加しました。予想

以上に大学が地域に貢献しているということ

を目の当たりにし、また、参加者の皆さんが楽

しみつつ学ぶ風景を見て「大学と社会」をあ

らためて考え直す機会ができました。少人数

精鋭、ワキアイアイ自分を成長させられたと思

います。�

水越直哉（みずこしなおや）�
■文学部人間学科４年�

「地域とともに」に携わり3度目の発行を迎え
ることができました。取材・執筆など多くの過
程を通し得ることができた、貴重な経験が胸
に残ります。その甲斐あってか来年からの就
職先も決定し、「地域とともに」に対する感謝
は尽きません。関係者の皆様、今までありがと
うございました。�

神谷卓史（かみやたかし）�■工学部電気電子システム工学科3年�
対談で最も感銘を受けた泉谷満寿裕市長の「珠

洲が日本一や」という言葉からは、誰よりも珠

洲のすばらしさを知っているからこそ言えた「市

長の郷土愛」を強く感じました。3回目の編集

委員では、新たに地域の良さを発見し、大変有

意義な時間を過ごせたと思います。ありがとう

ございました。�

牧内幸子
（まきう

ちさちこ
）�

■法学部
法学科４

年�

今回は、「
人に読ん

でもらう
記事であ

る」とい

うことを
あらため

て意識し
ました。

そして同
時

にこれま
で以上に

“書くこ
と”に対

する責任
の

重さを痛
感しまし

た。編集
委員とし

て学んだ
こ

とを生か
し、これか

らも頑張
っていき

たいと思

います。
どうもあ

りがとう
ございま

した。�

【バックナンバー
の紹介】�

バックナンバーは
、無料�

（送料は実費）で
お配りしています

。�

金沢大学社会貢
献室へ直接取りに

くるか、�

郵送をご希望の方
は事前に�

お問い合わせ下
さい。�
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－「学ぶこと」の�
　原点がここにある－�

－地域に開かれた生涯学習活動の拠点－�
附属図書館附属図書館は本学の前身校である第四高等学校第四高等学校、金沢医科大学金沢医科大学、金沢工業金沢工業

専門学校、金沢高等師範学校、石川青年師範学校、金沢医科大学附属薬学

専門部の各図書館を統合継承し、昭和24年に設置されました。�

附属図書館は本学の前身校である第四高等学校、金沢医科大学、金沢工業

専門学校、金沢高等師範学校、石川青年師範学校、金沢医科大学附属薬学

専門部の各図書館を統合継承し、昭和24年に設置されました。�

【お問い合わせ】 中央図書館 　　〒920-1192　金沢市角間町（角間北キャンパス）�
 　　　　　　　Tel：076-264-5211  Fax：076-264-5208�
 医学部分館 　　〒920-8640　金沢市宝町13-1（宝町キャンパス）�
 　　　　　　　Tel：076-265-2141  Fax：076-234-4211�
 自然科学系図書館　〒920-1192　金沢市角間町（角間南キャンパス）�
 　　　　　　　Tel：076-264-6554  Fax：076-264-6553�
【開館時間】【休館日】各館で異なりますので、詳しくはホームページをご覧下さい。�

 http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/

【開館時間】 12:00～16:00�
【休　館　日】 土･日曜日、祝日、年末年始、展示替期間�

【入　館　料】 無料�

【お問い合わせ】 〒920-1192　金沢市角間町（金沢大学附属中央図書館内）�
 Tel：076-264-5215  Fax：076-234-4051�

E-mail museum@ad.kanazawa-u.ac.jp
  http://web.kanazawa-u.ac.jp/~shiryo/index.html

－地域に開かれた生涯学習活動の拠点－�

資料館は、金沢大学の歴史の

なかで、研究・教育の結果生み

出された様々な学術資料や大

学自身を物語る史料を集め、整理・

保存し、常時展覧会などを開催

しています。「温故知新」－「学び」

の歴史を刻む資料館資料館で、何か

新しい発見をしてみませんか？�

資料館は、金沢大学の歴史の

なかで、研究・教育の結果生み

出された様々な学術資料や大

学自身を物語る史料を集め、整理・

保存し、常時展覧会などを開催

しています。「温故知新」－「学び」

の歴史を刻む資料館で、何か

新しい発見をしてみませんか？�

－「学ぶこと」の�
　原点がここにある－�

図書館はどなたでも�
 利用することができます。�
 また、北陸三県に在住、�
または石川県内に�

通勤・通学している方には�
資料の貸し出しも�
 行っています。�

九谷木米倣画大皿（暁烏陶磁器コレクション）�


